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スペイン語の変化動詞の意味的中和 
 
 
阿 部 三 男 
 
はじめに 
スペイン語には主に形容詞(句)を主格補語にして，日本語の「…になる」
という変化を表わす，いわゆる変化動詞(verbos de cambio)が多く，スペイン
語に訳す場合，学習者はどれを選択していいのか，逆に 2 つ以上の変化動詞
が同じ主格補語をとることが可能だとしたら，その意味の違いはどこにある
のか，外国人学習者には非常に厄介な動詞である。この動詞に関する研究論
文も極端に少ない。従って，これまでも何回かスペイン各地の学生・一般市
民の協力を得て，変化動詞と代表的な形容詞(句)のコロケーションについて
調べてみた。数少ない先行研究を手掛かりに，その確認作業的な意味合いを
込めての現地調査を行なっているが，まだ不明な点も多い。本稿では，2009
年 8～9月と 2010年 8～9月の現地調査とそれ以前の調査結果を踏まえた上で，
異なる変化動詞が同じ主格補語を従え，ほとんど同じような意味合いで使わ
れていると思われる，いわゆる変化動詞の意味的中和の可能性について探っ
てみたいと思う。 
 
1. ponerse と quedarse の意味的違い 
 スペイン語の変化動詞の使い方を説明する場合，先ず取り上げなければな
らないのが，主格補語となる形容詞(句)と「変化を伴わない繋辞」ser/estar
との共起関係である。変化動詞の使い方を考える場合，これらの繋辞との関
係を無視できないことは言うまでもない。つまり，スペイン語の代表的な変
化動詞 hacerse, volverse が従える形容詞(句)は原則的には ser と結びつき，
ponerse, quedarse が従える形容詞(句)は estar と結びつく。 
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 さて，ponerse と quedarse の主な違いであるが，この点についてはこれまで
の調査結果からも裏付けられるし，回答者の多くがそれをはっきり述べてい
る。ponerse は一時的状態の変化を「瞬間的」に捉え，変化そのものを述べる
だけなのに対し，quedarse はむしろ変化後の一時的状態の「継続性」に焦点
を合わせる。 
(1) (         ) contento al ver que lo habían aprobado. 
     Se puso 48(48)人; Se quedó 17(6)人; Se volvió 6(3)人; Se hizo 2(0)人1 
--------------------------------------------------------------------------------------- 
     Se puso 57(57)人; Se quedó 19(11)人; Se hizo 3(2)人; Se volvió 3(0)人2 
(2) (         ) contento, nadie sabía por qué. 
     Se puso 48(47)人; Se quedó 19(9)人; Se volvió 5(2)人; Se hizo 2(0)人3 
(3) (         ) muy alegre cuando me regalaron la bicicleta. 
     Me puse 32(31)人; Me quedé 3(2)人4      
                                                                 
1 これは 2009 年 8～9 月にスペインの主に中部・北部で行なったアンケート調査の結
果である。その内訳は男性 27 人，女性 28 人で，合計 55 人。出身地はグラナダ 2 人，
ハエン 1 人，マドリード 6 人，バルセロナ 1 人，バレンシア 1 人，アストゥーリア
ス 9 人，カンタブリア 1 人，レオン 1 人，ブルゴス 14 人，ウエスカ 9 人，サラゴサ
3 人，ラ・リオハ 3 人，ログローニョ 1 人，ナバーラ 1 人，アラバ 1 人，ギプスコ
ーア 1 人。年齢は 10 代 12 人，20 代 12 人，30 代 14 人，40 代 11 人，50 代 5 人，60
代 1 人。職業的には学生 17 人，会社員 34 人，家庭の主婦 4 人。最初の数字は順番
がどうであれ選んだくれた人の総数で，( )内の数字は 55 人の中で 1 番目に，あるい
は一つだけ選んでくれた人の総数である。なお，1 番目に 2 つ(以上)選んだ回答者も
いるので，回答者の総数と合わない場合が多い。 
2 これは 2010 年 8～9 月にスペインの主に南部・北部で行なったアンケート調査の結
果である。その内訳は男性 26 人，女性 35 人で，合計 61 人。出身地はシウダ・レア
ル 1 人，カディス 6 人，グラナダ 5 人，セビ―ジャ 11 人，マドリード 3 人，サラマ
ンカ 1 人，トレド 2 人，セゴビア 1 人，バルセロナ 3 人，ラ・コルーニャ 9 人，ポ
ンテベドラ 2 人，オレンセ 1 人，ガリシア 1 人，サン・セバスティアン 1 人，ロン
セスバージェス 1 人，パレンシア 2 人，レオン 3 人，ナバーラ 2 人，ビスカーヤ 6
人。年齢は 10 代 3 人，20 代 18 人，30 代 21 人，40 代 11 人，50 代 5 人，60 代 3 人。
職業的には学生 22 人，会社員 31 人，家庭の主婦 8 人。最初の数字は順番がどうで
あれ選んだくれた人の総数で，( )内の数字は 61 人の中で 1 番目に，あるいは一つ
だけ選んでくれた人の総数である。この場合も，1 番目に 2 つ(以上)選んだ回答者も
いるので，回答者の総数と合わない場合が多い。 
3 これらの人数は 2009 年 8～9 月の調査結果である。 
4 これらの人数は 2006 年 2～3 月の調査結果である。 
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(4) (       ) alegre cuando nos vio llegar. 
     Se puso 59(59)人; Se quedó 6(3)人; Se volvió 5(1)人; Se hizo 2(1)人5 
用例(3)の人数は，me puse と me quedé の中から選択してもらった結果であ
るが，「彼は自転車をプレゼントしてもらった時大変喜んだ」という意味か
ら考えると，「喜んだ」を瞬時的と捉えるのが自然で，普通 me puse が選択
される。(1)の“se puso contento”「(合格を知って)彼は喜んだ」や(4)の「とて
も喜んだ(se puso muy alegre)」も同様に「喜びの状態に入る瞬間」を表現した
もので，“se alegró”と同じ意味になることが分かる。ただし，その喜びがその
後も長く続いたと解釈する人がいても不思議ではなく，実際“se quedó 
contento”を選んだ人のほとんどがそのような説明をしている。 
しかし，日本語で「…に満足している」となると，「満足の状態」へ瞬間
的変化を表わすというより，一時的であれ永続的あれ「満足の状態」の継続
性を示しており，これが(5)(6)(7)に見られる quedarse の選択につながってい
る。quedarse を選んだ人はすべて従来通り quedarse が本来持つ「変化後の状
態継続」を選択理由に挙げていた。これらの例に ponerse と quedarse の意味
的違いがはっきり見て取れる。 
(5) No (         ) satisfecho con sus goles, ya que no fueron suficientes para 
evitar la victoria de la Juve.6 
    (se) quedó 60(60)人; se puso 4(2)人; se volvió 3(1)人; se hizo 0(0)人7 
(6) Si usted no (         ) satisfecho con su reloj, dispone un plazo de 7 días 
para realizar la devolución.  
    (se) queda 59(59)人; se vuelve 2(1)人; se hace 2(0)人; se pone 2(0)人 
(7) (         ) conforme con la explicación. 
    Me quedé 60(60)人; Me volví 3(1)人; Me puse 2(0)人; Me hice 1(0)人 
「満足した」と同様にその「継続性」が考えられる形容詞に tranquilo「安
                                                                 
5 これらの人数は 2010 年 8～9 月の調査結果である。 
6 インターネットのオンライン・スペイン語コースである“Learn Spanish online for free: 
curso de español” Chapter 17: Verbs of changes。 
7 (5)(6)(7)(9)は 2010 年 8～9 月の調査結果である。 
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心した，ほっとした」や pensativo「物思いに耽った，考え込んだ」がある。 
(8)は太宰治の『斜陽』のスペイン語訳である“El ocaso”(p.87)8から取った文章
である：「さうかしら？ と思ひながらも、溺れる者の藁にすがる気持ちも
あって、村の先生の診断に、私は少しほっとしたところもあった。｣9  
用例(9)の「その知らせを聞いて彼は考え込んだ」も継続的に捉え，satisfecho
ほどではないにしても，やはり quedarse との結びつきが圧倒的に多い。 
(8) “¿Será cierto?”, pensé. Pero, como quien se está ahogando se aferra a una paja, 
(     ) un poco más tranquila con el diagnóstico del médico del pueblo.  
    me quedé 57(57)人; me puse 8(4)人; me volví 4(2)人; me hice 1(1)人 
(9) Al oír la noticia, (        ) pensativo. 
     se quedó 54(53)人; se puso 30(20)人; se volvió 6(3)人; se hizo 3(1)人 
次に「病気になる」という場合を考えてみよう思う。一見，「病気」も継
続的と思われがちだが，(10)のように「突然(de repente)」のような副詞句があ
ると，当然のことながら「病気になる」瞬間が意識されてしまう。 
(10) Hace dos semanas, de repente, (         ) enfermo. 
    se puso 51(51)人; se quedó 11(8)人; se volvió 3(1)人; se hizo 3(1)人10  
---------------------------------------------------------------------------------------- 
    se puso 57(57)人; se quedó 7(5)人; se volvió 6(3)人; se hizo 1(1)人11  
(11) De los sufrimientos (         ) enfermo. 
    se puso 43(42)人; se volvió 21(16)人; se quedó 14(7)人; se hizo 4(2)人12 
--------------------------------------------------------------------------------------- 
    se puso 54(54)人; se volvió 14(11)人; se quedó 9(6)人; se hizo 1(1)人13  
なお，(11)で volverse を選んだ人が(10)に比べて多いのは「彼は病弱になっ
                                                                 
8 “El ocaso”(Traducción por Montse Watkins). 1999:87. 東京：現代企画室・因みに，この
訳本では(  )の部分には me quedé を使っている。 
9 太宰治全集 1971:182-183. 東京：筑摩書房 
10 これらの人数は 2009 年 8～9 月の調査結果である。 
11 これらの人数は 2010 年 8～9 月の調査結果である。 
12 これらの人数は 2009 年 8～9 月の調査結果である。 
13 これらの人数は 2010 年 8～9 月の調査結果である。 
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た(=se volvió una persona enfermiza)」という体質的変化を表わしていると考え
られるからである。(2)は，Eberenz, R.(1985, p.469)が quedar の例として取り上
げたものを筆者が再帰動詞の形に使ってみた。Eberenz, R.によると，quedar
は変化をできるだけ客観的に因果関係として捉えるという。つまり，quedar
の使用には普通，暗示的であれ明示的であれ変化の動機(motivación)が必要で
あるという。従って，(2)の「なぜか誰にも分からなかった(nadie sabía por qué)
が彼は満足した」とか，(10)の「彼は 2 週間前，突然(de repente)病気になった」
には動機が欠如しているとして，非文法文にしている。本稿では再帰動詞に
してあるが，結構 quedarseを 1番目あるいは 2番目に選択した回答者もおり，
回答者から非文法文という指摘は受けていない。 
最後に，「怒り・不機嫌，神経質，喜び，悲しさ・憂鬱，深刻さ」などに
代表される精神状態や気分の変化を表わす場合の例を考えてみようと思う。 
ここでは triste, melancólico, serio を取り上げるが，これらの形容詞と結びつく
変化動詞は普通 ponerse であるが，(12)(13)(14)の数字が示すように「変化後
の状態継続」を表わす quedarse を選択する回答者も多い。これは予想通りで
ある。また，回答者の中には，«ponerse＋不定詞»「…し始める」と，«quedarse
＋現在分詞»「…し続ける」という語法を持ち出し，変化動詞 ponerse と
quedarse の違いを説明してくれる学生もいた。用例によっては，ponerse と
quedarse の間にほとんど違いはないという回答者も数人いた。しかし，これ
までの例が示しているように， ponerse と quedarse の一般的な意味の違いは，
かなりはっきりしていることが分かる。 
  (12) (       ) muy serio cuando le dieron el resultado del examen. 
     Se puso 54(49)人; se quedó 41(32)人; se volvió 9(6)人; se hizo 0(0)人14 
  (13) Cuando el carnaval se acaba, la gente (      ) triste y la ciudad se apaga. 
     se pone 41(35)人; se queda 40(34)人; se vuelve 10(7)人; se hace 0(0)人 
  (14) (       ) melancólico con los recuerdos de su infancia. 
     Se puso 57(55)人; Se quedó 18(14)人; Se volvió 11(7)人; Se hizo 1(1)人 
                                                                 
14 (11)～(15)の人数は 2010 年 8～9 月の調査結果である。 
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 しかし，次に挙げる(15)の場合では，volverse を選んだ回答者が一番多く，
ponerse と quedarse はほぼ同じである。この場合，先ず volverse の選択理由と
して主語に当たる人の性格の変化を挙げ，ponerse や quedarse を選んだ理由と
しては，(12)(13)(14)で ponerse を選んだ理由と同じく単に「その時・その場
限りの状態変化」を挙げている。quedarse の選択理由としても(12)(13)(14)の
場合と同様「変化後の状態継続」を挙げる人がいるかと思えば，volverse と
quedarse はほとんど同じ意味で使われていると言う人も 5 人いた。 
  (15) (       ) triste y distante tras su divorcio. 
      Se volvió 45(40)人; Se puso 29(22)人; Se quedó 32(21); Se hizo 1(1)人 
  (16) Lo conozco desde hace tanto tiempo que puedo intuir el motivo de su 
cambio; por qué (       ) tan pensativo, tan melancólico. 15 
      se ha vuelto 47(45)人; se ha quedado 18(14)人; se ha puesto 13(7);  
se ha hecho 10(5)人16 
これらの変化動詞の意味的違いについては，訊ねてもなかなか答えてくれ
ないのが普通で，向こうから進んで，上のようにその違いを答えてくれる人
は珍しい。ser/estar の関係で考えてみると，triste と distante はそのどちらとも
結びつくが，hacerse とだけは使われないことがよく分かる。なお，(16)での
se ha hecho 10(5)人の選択が主語に当たる人の性格の変化によるものなのか，
正直言ってよく分からない。一方，volverse と ponerse の関係で言うなら，た
だ変化に焦点を合わせるponerseと変化の急激性を示すvolverseがその使い方
の差を縮めた結果と考えられる。また volverse と quedarse の関係について言
うなら，変化後の状態継続を示す quedarseと永続的性質の変化を示す volverse
                                                                 
15 これは島崎藤村の「破戒」(現代日本文学大系 13 島崎藤村集(一)1968 筑摩書房)
の第 18 章の(三)にある『…私は長く交際《つきあ》って見て、瀬川君が種々《い
ろ／＼》に変わってきた径路《みちすぢ》を多少知って居ますから、奈何《どう》
して彼様《あゝ》考え込んで居るか、奈何して彼様憂鬱に成って居るか、それはも
う彼の君の為《す》ることを見ると、自然と私の胸には感じることが有るんです。
…』のスペイン語訳(“El precepto roto” Traducción por Montse Watkins. p.254, 1997.  東
京：現代企画室)。スペイン語訳では(16)の(  )には se ha vuelto が使われている。 
16 これらの人数は 2009 年 8～9 月の調査結果である。 
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の差が縮まった結果と考えられる。 
  (17) (       ) intranquilo cuando no ve a su dueño. 
      Se pone 47(43)人; Se vuelve 21(19)人; Se queda 22(18); Se hace 1(1)人17 
用例(17)で ponerse を選んだ場合の「不安になる」は，その場限りの変化で，
quedarse の場合は例えば犬が「飼い主の姿が見えない間」だけのことと答え
てくれた人がいるが，おそらく妥当な回答である。ただ，問題なのは quedarse
を選んだ回答者とほぼ同数の回答者が volverse を選んでいるということをど
のように解釈するかである。volverse の場合「不安になる」のが para siempre
「永久に」と説明した回答者がいたが，その説明は筆者には認められない。
そうではなく，むしろ volverse と quedarse の距離が狭まっているとは考えら
れないだろうか？あとで少し詳しく触れるが，volverse はマイナス・イメー
ジの形容詞と結びつく傾向があり，一方の quedarse も肉体的・精神的機能の
欠如など，どちらかと言えば悪い状態になる場合によく用いられるような気
がするからである。 
 
2. hacerse と volverse の意味的中和 
 これまで変化動詞 hacerse と volverse の違いの 1 つとして，hacerse が示す
変化には「漸進性；意志・努力」が伴うのに対し，volverse の変化の特徴と
しては「急激性；無意志・偶然性」が唱えられている。筆者が変化動詞の使
い方に関する調査を始めてから，何度かこの説に反する調査結果が得られた。
例えば，(18)(19)のように「金持ちになる」とか(20)(21)のように「有名にな
る」と言った場合，ともに「漸進的な」変化と「急激な」変化の二通りが考
えられる。しかし，(18)(19)のようにこつこつ努力したわけではなく賭け事で
一夜にして大金持ちになったにもかかわらず，変化の「漸進性；意志」を表
わすと言われている hacerse を選択した人が，「急激な」変化を示すと言われ
ている volverse を選択したより圧倒的に多い。 
                                                                 
17 これらの人数は 2010 年 8～9 月の調査結果である。 
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(18) Le tocó la lotería (      ) rico y se ha olvidado de nosotros. 
      se ha hecho 10 人; se ha vuelto 5 人18 
  (19) Tuvo un pleno en las quinielas y (   ) millonario de la noche a la mañana. 
      se hizo 31(28)人; se convirtió en 24(6)人; se volvió 18(6)人;  
se transformó en 6(2)人; llegó a ser 8(1)人; se puso 1(1)人; se quedó 0(0)人19 
      ----------------------------------------------------------------------------  
      se hizo 45(42)人; se volvió 19(12)人; llegó a ser 5(2)人20 
      -------------------------------------------------------------------- 
      se hizo 57(54)人; se volvió 31(18)人; llegó a ser 12(7)人21 
主語に当たる人がこつこつ働いた結果，金持ちになった場合，言うまでも
なく hacerse を選ぶ人が圧倒的に多い。 ただし，急にお金持ちになった場合
の方が，こつこつ努力してお金持ちになった場合より volverse が多く選択さ
れているのも事実である。それにしても「金持ちになる」プロセスがどうで
あれ，hacerse の使用が圧倒的に多いということは，従来言われてきた volverse
の領域を hacerse が奪っているように思える。従って，あらゆる意味領域でな
くここで取り上げたような意味領域では hacerseと volverseの意味的中和が起
こっているとは言えないだろうか？ なお，López García, A.(1996, p.336)のよ
うに，一般的に hacerse の特徴とされる「漸進性」について，次の例(20)を挙
げ「漸進性」は副次的なものであると主張している学者もいる。 
(20) Voy a comprar un décimo de lotería y nos haremos ricos. 
  また，用例(21)(22)のように「有名になる」という場合，hacerse の特徴と
して主語の「意志・積極性・努力」や「漸進性」を挙げ，volverse の特徴と
して主語の「無意志・受動性」や「急激性」を挙げる回答者が 5 人いたが，
逆にhacerseとvolverseにそれほど明確な違いはないという人たちも同数いた。
このような意見を言ってくれる人が少ないので，まだ確かなことは言えない
                                                                 
18 これらの人数は 2003 年 2～3 月の調査結果である。 
19 これらの人数は 2007 年 2～3 月の調査結果である。 
20 これらの人数は 2008 年 8～9 月の調査結果である。 
21 これらの人数は 2009 年 3 月の調査結果である。 
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が，「有名になる」という場合の変化動詞としては普通 hacerse の使用が多
いのに対し，この調査では volverse を選択した回答者もかなり多い。 
(21) Todavía no ha caído en la cuenta de lo famoso que (      ). 
      me he hecho 54(52)人; me he vuelto 31(26)人22 
(22) Ya he visto que tus tiras cómicas (      ) muy populares, ¿no? 
      se han hecho 61(58)人; se han vuelto 21(19)人 
このような調査では，少しでも多くの用例に回答してもらいたいと思うた
め，いつも用例が文脈のない短文になってしまい，回答者を悩ませたのも事
実だが，両者の使い方に意味的違いはないと言い切る回答者もいたわけで，
さらに調査が必要だが，「金持ちになる」場合のことも考え合わせると，意
味的中和の可能性が高い。また，hacerse と volverse の違いについて，前者が
普通「下の段階から上の段階(de menos a más, de bajo arriba)」の推移を述べる
場合に使われるが，volverse は逆の変化，すなわち「上の段階から下の段階」
というようなマイナス・イメージの形容詞と結びつきやすいということが分
かってきた。例えば，阿部(2009:14~18)でも述べたように，hacerse rico「金持
ちになる」とは反対に，「貧乏になる」という場合「上の段階から下の段階
へ」の変化を意味する形容詞 pobre と hacerse の結びつきはあまり一般的では
ないようである。それに，volverse の特徴として回答者の多くがよく「変化
前はそうでなかった」というような言い方をして，途中の段階を経ないで正
反対の特性や異なる別の特性への変化を強調している。 
(23) Ahora que tiene dinero (         ) muy orgulloso. 
      se ha vuelto 48(45)人; se ha hecho 18(9)人; se ha puesto 6(4)人;  
se ha quedado 5(2)人23 
  (24) Los políticos (         ) cada vez más arrogantes. 
      se vuelven 49(47)人; se hacen 22(12)人; se ponen 17(11)人;  
se quedan 3(0)人 
                                                                 
22 (21)(22)の人数は 2009 年 3 月の調査結果である。 
23 (23)～(25)の人数は 2009 年 8～9 月の調査結果である。 
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(25) (         ) acanallado, aceptando sobornos y haciendo negocios sucios. 
      Se ha vuelto 46(42)人; Se ha hecho 18(14)人; Se ha puesto 7(3)人;  
Se ha quedado 6(3)人 
  (26) Cuanto más éxitos tiene, más presuntuoso (        ). 
se vuelve 51(50)人; se pone 18(13)人; se hace 11(9)人; se queda 2(1)人24 
  (27) Con los años, (        ) más huraño e insociable. 
      se volvió 56(54)人; se hizo 26(17)人; se puso 9(6)人; se quedó 4(2)人 
  (28) Con los niños, mi madre (        ) taciturna. 
se ha vuelto 51(50)人; se ha hecho 15(9)人; se ha quedado 13(5)人;  
se ha puesto 6(1)人25 
誤解のないように言っておくが，volverse は(29)~(31)のようなプラス・イメ
ージの形容詞にも用いられることは言うまでもない。26 
  (29) (        ) más afable con los niños. 
      Se ha vuelto 43(40)人; Se ha hecho 27(15)人; Ha llegado a ser 20(8)人;  
Se ha puesto 5(1)人; Se ha quedado 3(1)人27 
  (30) Pedro (        ) muy amable conmigo últimamente. 
      se ha vuelto 44(44)人; se ha puesto 12(6)人; ha llegado a ser 10(6)人;  
se ha hecho 6(4)人; se ha quedado 1(0)人 
  (31) Como tiene dinero, Ana (        ) muy elegante. 
      se ha vuelto 20(14)人; se ha puesto 18(7)人; ha llegado a ser 8(4)人;  
se ha convertido en 6(2)人; se ha hecho 5(2)人; se ha transformado en 
3(2)人; se ha quedado 0(0)人28 
      --------------------------------------------------------------------------------------- 
      se ha vuelto 42(41)人; se ha puesto 17(12)人; se ha hecho 11(4)人;  
                                                                 
24 (26)(27)の人数は 2010 年 8～9 月の調査結果である。 
25 これらの人数は 2009 年 8～9 月の調査結果である。 
26 阿部(2009: 13～14)参照。 
27 (28)(29)の人数は 2008 年 8～9 月の調査結果である。 
28 これらの人数は 2007 年 2～3 月の調査結果である。 
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ha llegado a ser 7(2)人； se ha quedado 1(0)人29 
  前にも述べたように，volverse はよく「急激な変化」を表わすというよう
なことが言われている。ただし，(27)の“cada vez más”「その度にますます…」，
(26)の“cuanto más…, más…”「…すればするほどますます…」，(27)(28)(29)
の con los años「年をとるにつれて」のような表現を伴うと，その急激性が薄
れ，変化のプロセスとしては hacerse の副次的特徴であると言われている「段
階を踏んだ」推移に近づくことになる。 
 
3. ponerse と volverse の意味的中和 
  Gómez Torrego, L.は著書 Hablar y escribir correctamente (Arcos/Libros, S.L., 
2007:249)で，3 ページほど触れ，最後に変化動詞の意味的中和について数行
次のように述べている：“Por otra parte, las diferencias significativas de estos 
verbos se neutralizan en algunos contextos. Así, no se aprecian diferencias importantes 
entre: 
     ― El cielo se volvió negro de repente./El cielo se puso negro de repente.” 
  つまり，変化動詞の意味的違いが文脈によっては中和され，例えば，上の 2
つの用例の意味は「空が急に暗くなった」であり，これらの用例間に重要な
違いは認められないと述べている。筆者は，以前からとりわけ「色彩」「空
模様」の変化に使われる変化動詞として，volverse がよく使われる点に興味
を持っていた。それというのも，「変化動詞」と「変化を伴わない繋辞 
(ser/estar)」との関係で言うと，空模様の変化は「一時的変化」であり，「変
化を伴わない繋辞」との関係で言うなら主格補語として estar と結びつく形容
詞(句)が，本来なら ponerse, quedarse としか結びつかないのに，volverse を選
択しているというのはどういうことか不思議であった。筆者はこの「意味的
中和」を確かめるために，Gómez Torrego, L.の次の用例を使って 2009 年と
2010 年の 8 月~9 月にスペイン南部・北部でアンケート調査を行なった。 
                                                                 
29 これらの人数は 2008 年 8～9 月の調査結果である。なお，阿部(2009a)の用例(28)の
数値に誤りがあったので，ここで正しい数値に訂正しておく。 
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(32) El cielo (         ) negro de repente. 
      se puso 43(33)人; se volvió 38(24)人; se quedó 13(5)人; se hizo 5(2)人 
---------------------------------------------------------------------------------- 
      se puso 47(37)人; se volvió 42(36)人; se quedó 17(8)人; se hizo 3(0)人  
用例(32)の調査結果（上が 2009 年，下が 2010 年）からも明らかなように，
volverse も ponerse と同様によく使われている。しかも，その意味の違いはな
いと回答者の多くが答えている。ただ，volverse の選択については de repente
「突然」という副詞が影響しているようなことを述べた人が 4 人いた。これ
はよく言われていることだが，volverse が表わす変化に見られる「急激性」
が絡んでいるように思われる。 
  (33) Caperucita Roja penetró en el bosque... y se puso a cortar flores y a cazar 
mariposas. Pero, de pronto, se dio cuenta de que el bosque (     ) oscuro. 
      se volvió 30(24)人; se quedó 27(23)人; se puso 30(21)人; se hizo 5(2)人30 
  (33)の場合は，赤頭巾ちゃんが森の中で花を摘んだり，蝶々を捕まえたり
している間に，気がついたら森が暗くなっていたというわけで，予想通り
quedarse を選んだ回答者の多くが当然変化後の継続状態を指摘している。因
みに変化動詞 ponerse の特徴が一時的状態の「一瞬の変化」を表わすのに対
し，quedarse は変化後の状態の継続を示し，「変化を伴わない繋辞」として
は(34)のように一時的状態を表わす estar が選択される。 
(34) a. Creo que va a llover. Mira esas nubes; cada vez están más negras.31 
b. El cielo está oscuro y amenaza tormenta.32  
c. Hoy está el cielo muy oscuro y quizás llueva.33 
d. Va a caer un chaparrón, porque las nubes están negras.34  
(33)の話しに戻るが，やはりここでも(32)の場合と同様に，「変化を伴わな
                                                                 
30 これらの人数は 2010 年 8～9 月の調査結果である． 
31 上田博人，カルロス・ルビオ.(2006: 1233).『プエルタ 新スペイン語辞典』東京：研
究社 
32 Real Academia Española. (2005: 999). Diccionario del estudiante. España: Santillana 
33 Diccionario INTERMEDIO didáctico de español. (1994: 884). Madrid: Ediciones SM 
34 Ibid., p.842  
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い繋辞」ser/estar の選択では相反する ponerse と volverse がほぼ同数選択され
ている。この場合 ponerse と volverse は同じ意味で使われていると答えてくれ
た回答者が 8 人いる。同じく空の色の変化を示す(35)の文でも，数字的には
同じような傾向が見受けられる。 
  (35) Cuando se ocultaba el sol, el cielo (      ) rosa asalmonado. 
se puso 38(31)人; se volvió 35 (24)人; se quedó 9(4)人35 
(36) Al tomar el sol, la melanina se activa y la piel (       ) morena. 
se pone 28(25)人; se vuelve 21(10)人; llega a ser 2(1)人； 
se queda 1(1)人; se hace 1(1)人; se transforma en 0(0)人; se convierte en 
0(0)人36 
(37) El langostino es pardo y (      ) rosado al cocerlo o asarlo. 
se pone 27(26)人; se vuelve 27(13)人; se queda 6(0)人; se hace 4(1)人;  
se convierte en 2(0)人; se transforma en 1(0)人 
(38) Las gambas son de color grisáceo, pero (      ) rojas cuando se cuecen. 
se vuelven 35(31)人; se ponen 40(26)人; se quedan 13(4)人37 
用例(36)の日焼けはやがて元の肌色に戻るので，一時的状態の変化であり，
永続的性質の変化を示す volverse の選択は，従来の説明からすると気になる。
一方，(37)(38)では「車エビ」「芝エビ」が一度煮たり焼いたりして色が変わ
った場合一時的状態の変化ではなく永続的性質の変化のように思える。従っ
て，ここでは逆に ponerse の選択は理解しにくい。しかし，ここでも単に「色
彩の瞬間的変化」を示す ponerse と，「急激な変化」を示す volverse との意
味的中和ということであれば理解できる。 
(39) Tras meterlo en la lavadora, el vestido (          ) de color azul. 
     se ha quedado 44(33)人; se ha vuelto 38(22)人; se ha puesto 27(13)人;   
                                                                 
35 これらの人数は 2008 年 8～9 月の調査結果である。阿部(2009b)の用例(83)の数値 se 
volvió 34(23)人は誤りで，ここで正しい数値 se volvió 35(24)人に訂正しておく。 
36 (36)(37)の人数は 2006 年 2～3 月の調査結果である。 
37 これらの人数は 2008 年 8～9 月の調査結果である。 
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se ha hecho 3(0)人38 
     ------------------------------------------------------------------------------------- 
     se ha quedado 38(32)人; se ha vuelto 33(25)人; se ha puesto 35(21)人;   
se ha hecho 1(0)人39  
 
ponerse が色彩の変化によく用いられることはこれまで何度も述べてきた
が，「一時的状態の変化」というよりは，変化後の「状態継続」あるいは「永
続的性質の変化」となると，(39)の回答者数からも分かるように quedarse, 
volverse を選択する人が多くなっている。手元にある西西辞典で langostino の
項目を引いて見ると，エビを煮炊きした時の色の変化を示す用例が出ていて，
ほとんどの辞書が volverse を使っている。(39)のように洋服の色が変わった
場合，洗濯を繰り返せば元の色に戻ると考えての quedarse の選択なのか，な
かなか答えてもらえなかったが，多くの人が色彩変化後の状態継続というこ
とを述べていた。ということであれば，変化後の「状態継続」を示すのが特
徴である quedarse と「永続的性質の変化」を表わす volverse の意味的中和と
は考えられないだろうか。確認のため付け加えておくが，「空模様」の変化
を含め，色彩的変化では hacerse の選択はないと言っていいだろう。 
 
4. quedarse と volverse の意味的中和 
 変化動詞 quedarse が主格補語として従える代表的な形容詞の意味的特徴の
ひとつに「肉体的機能の欠如」があることは阿部(2007b)でも述べてある。 
 例えば，ciego, sordo, mudo などには普通 quedarse が選択される。Demonte, 
Violeta y Pascual José Masullo (1999: 2512)は(40)の例を挙げ，quedar(se)の意味
的特徴である「変化後の状態継続」が副詞句 por muchos años「何年もの間」
を伴う場合は問題ないが，「永続的性質の変化」を表わす volverse の場合は
*por muchos años のアステリスクが示すように「何年もの間」では文法的に
                                                                 
38 これらの人数は 2009 年 8～9 月の調査結果である。  
39 これらの人数は 2010 年 8～9 月の調査結果である。 
スペイン語の変化動詞の意味的中和 71 
許容されないとしている。つまり volverse の示す変化は「一時的」なもので
はなく，多かれ少なかれ「永続的」なものだということである。このことは
以前から言われてきたことである。しかし，筆者の調査結果から見ると，一
般の人々がこのようなルールを厳密に適用しているようには思えない。 
(40) Juan (se) quedó {ciego/mudo} por muchos años.(Cf. Juan se volvió ciego 
(*por muchos años). 
 筆者は同じような用例で調べて見たが，結果は以下の通りである。 
(41) (      ) ciego por muchos años.  
    Se quedó 51(49)人; Se volvió 21(12)人; Se puso 4(1)人; Se hizo 3(1)人40 
(42) No se mató, pero las espinas le arañaron los ojos y (       ) ciego.41 
    se quedó 55(54)人; se volvió 18(13)人; se hizo 2(0)人; se puso 1(1)人42 
(43) Por ello, el saber economicista que se encierra en lo económico se vuelve 
incapaz de prever las perturbaciones y el futuro, y (       ) ciego para lo 
económico mismo.43 
   se vuelve 38(35)人; se queda 26(23)人; se hace 9(3)人; se pone 6(3)人44 
用例(43)の場合，ciego の意味は比喩的で「(物事が)分からない，見えない，
気がつかない」という意味で，「変化を伴わない繋辞」は estar と結びつき，
(41)(42)の盲目という意味での「目が見えない」場合は，ser/estar の両方使用
可能である。 
(44) a. Su hija es ciega de nacimiento.45  
b. Estoy ciego desde los ocho años.46  
c. Clara está ciega para el sufrimiento ajeno.47 
                                                                 
40 これらの人数は 2009 年 8~9 月の調査結果である。 
41 “Learn Spanish online for free: curso de español” Ibid. 
42 これらの人数は 2010 年 8~9 月の調査結果である。 
43 “Learn Spanish online for free: curso de español”Ibid.  
44 これらの人数は 2010 年 8～9 月の調査結果である。 
45 Diccionario del estudiante, Ibid., p.319 
46 Diccionario SALAMANCA de la lengua española (1996: 321). Madrid: Santillana 
47 Ibid. 
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「肉体的機能や精神的機能」に障害が起こった場合，(40)の副詞句 por 
muchos años が変化動詞の選択にどの程度影響しているか明らかではないが， 
このような副詞句に関係なく，スペイン語の多くの教科書ではその状態が永
続的と思われる場合でも普通は半ば熟語的に quedarse が選ばれるような記述
がよく見られる。しかし，実際には para siempre「永久に，永遠に」ではなく
por muchos años「何年もの間」でも(41)のように，あるいはそのような副詞句
がなくても volverse を選択する人も結構いることをどのように説明したらい
いのだろうか？ 比喩的な意味では(44)c.のように普通 estar が使われるが，変
化動詞では逆転して volverse を選択した人が多かった。また(45)の para 
siempre，(46)の para toda la vida「全生涯にわたって」のような副詞句がある
場合でも，quedarse を選択した人が圧倒的に多い。 
 (45) Anoche (         ) paralítico para siempre. 
 se quedó 55(54)人; se volvió 14(1)人; se hizo 3(1)人; se puso 2(0)人48  
 (46) Tras el accidente (         ) imposibilitado para toda la vida. 
 se quedó 59(59)人; se volvió 13(7)人; se puso 3(1)人; se hizo 0(0)人49  
 (47) Si no bajas la radio, todos (         ) sordos. 
 nos vamos a quedar 46(45)人; nos vamos a volver 29(17)人;   
 nos vamos a poner 5(2)人; nos vamos a hacer 4(1)人50  
 (48) Su hijo (         ) subnormal. 
 se ha vuelto 38(34)人; se ha quedado 35(31)人; se ha hecho 9(5)人;   
 se ha puesto 2(0)人; (無回答者 2 人)   
 「身体的機能・精神的機能」に障害が起こった場合に使われる変化動詞と
して quedarse の圧倒的優位性は明らかだが，(41)~(48)の数字を見ていると，
「変化後の状態継続」を表わす quedarse の使用領域が「永続的性質の変化」
を表わすvolverseに侵されつつあるようにも思える。Gordon, Ronni L. & David 
M. Stillman (2006: 240)は，engordar, enloquecer, enmudecer, ensordecer, etc.のよ
                                                                 
48 これらの人数は 2009 年 8～9 月の調査結果である。 
49 これらの人数は 2010 年 8～9 月の調査結果である。 
50 用例(47)と(48)の人数は 2009 年 8～9 月の調査結果である。 
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うな単一の動詞で表現する方が通常 ponerse gordo, volverse loco, etc.のような
«変化動詞＋形容詞»よりもフォーマルで・文語的であると説明する中で，
enmudecerを volverse mudoで，ensordecerを volverse sordoで言い換えている。
アメリカで出版された本なので，中南米スペイン語かもしれないと思ったが，
一方では«quedarse＋形容詞»の例として，(47)の Si no bajas la radio, todos nos 
vamos a quedar sordos.を挙げている。このような volverse の使用が単なる誤
用とは思えない。意味的中和の可能性も考えられる。 
 
5. おわりに 
 変化動詞の意味的中和について，Eberenz, R.(1985:468)は具体的な例を挙げ
ないで，ただ ponerse と volverse の接近が感じられ，口語スペイン語はこの
対立の中和に向かっていると述べている：“Sin embargo, en otros contextos, se 
nota que una cierta aproximación entre ponerse y volverse. Parece que la lengua 
coloquial va caminando hacia la neutralización de esta oposicion.” その約 20年後
に Gómez Torrego, L.(2007:247)が ponerse と volverse の意味的中和例を一つ挙
げていることは前にも述べた通りである。約 20 年前に Eberenz, R.が口語スペ
イン語の ponerse と volverse の中和傾向について述べたことは，調査中特に
若い学生たちがよく言っていたことと一致する。この中和現象がだいぶ前か
ら起こっていたにもかかわらず，学界ではなかなか認知されず，我々外国人
にはその情報がなかなか伝わって来ないということかもしれない。この調査
を通じて変化動詞の全体像が少しでも明らかにできればと思って始め，よう
やく基本的なところは掴めたような気がするが，本稿で取り上げた意味的中
和は，各変化動詞が主格補語としてどの形容詞(句)と結び付き得るかという
選択制限と並んで非常に重要な問題である。ただ，筆者としては安易に意味
的中和を持ち出すつもりはない。変化動詞間の意味的対立はもとより，意味
的中和にも具体的な根拠を示さなければならない。 
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